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まちづくりの定義

「まちづくりとは、
地域社会に存在する資源を基礎として、
多様な主体が連携・協力して、
身近な居住環境を漸進的に改善し、
まちの活力と魅力を高め、
「生活の質の向上」を実現するための
一連の持続的な活動である」

2011年5月19日木曜日



  

地域社会に立脚、
市民と専門家のよる協働、
地域の資源と需要を顕在化、
まちづくり事業の総体

まちづくり市民事業 

2011年5月19日木曜日



建築とは？

建築概念の拡張

2011年5月19日木曜日



伊東忠太『・・・・その意義が茫漠たるが
為・・・・・」 （建築雑誌９０号１８９４年明治２７年）

佐藤功一『建築の意義をずっと広義に解釈し
て・・社会建築家』（建築学会　大正７年３月講演）

2011年5月19日木曜日



地域協働復興協働模擬訓練から事前復興まちづくりへ

震災復興への備えと
　復興まちづくりについて知ろう

2011年5月19日木曜日



大久保地区では、新宿六丁目
一新会・東一町会・新宿東二
町会の三町会の範囲を対象に
訓練が行われました。

2011年5月19日木曜日



復興アイディア旗さしゲーム
大久保訓練④

△　建替えのイメージの説明（模型）△　旗さしゲームの様子

・共同建替えや防災軸などを再現した「１/５００の提案模型」
　を制作し、将来のまちのイメージを具体的に想像しながら
　進めた。

2011年5月19日木曜日



訓練フォローアップ幹事会＜拡大版＞
協働復興模擬訓練後の取り組み＜大久保地区＞

△　今後についての意見交換の様子

１．訓練成果を地区
　　全体に広報、ＰＲ
２．復興のための体制
　　づくり
３．改善のモデルづくり

・一年間の訓練の成果をふまえ、これから大久保地区で取り組んで
いくべき具体的な手法などについてのレクチャーの後、それぞれの
役割やできることについて意見交換した。

これから大久保地区で
取り組んでいくこと

2011年5月19日木曜日



大久保地区協働復興模擬訓練の成果を、ニュースにしました！

表

2011年5月19日木曜日



新宿区

協働復興模擬訓練開催地区（新宿区）

神田川

妙正寺川

かに
蟹川

新宿通り

明治通り

JR中央線

JR山手線

（暗渠）

大久保地区

H21

戸塚地区

H22

榎地区

H18

箪笥地区

H19

落合第二地区
H20

2011年5月19日木曜日



本資料は、日本建築学会主催の
『復興への手がかりと希望の芽をさぐる震災復興のためのまちづくり展・連続ワーク
ショップ』期間中(2011年4月12日から22日）で行った
まちづくり提案募集に応募されたものを、テーマごとにダイジェストし編集たもの。
今後もこのような提案を受け付け、参考になると思われる提案を、公表する予定。
　２０１１年４月２２日　日本建築学会　まちづくり展実行委員長　北原啓司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集協力：窪田亜矢、川原晋

日本建築学会に寄せられた
復興まちづくり提案

日本建築学会・災害委員会日本建築学会・災害委員会

以下は、地域性に応じた多様なイメージを、
地域社会とともに検討するための
イメージ喚起の素材として、提示するものです。

2011年5月19日木曜日



１．東北のグランドデザイン
　　－緑・水・歴史・文化・生活とともに－
　　
　　地域の復元力を育む基盤として

日本建築学会・災害委員会日本建築学会・災害委員会2011年5月19日木曜日



親潮生態回廊 構想

北上川生態回廊
＋
阿武隈川生態回廊

Ḍἕ #$
2011年5月19日木曜日



杜と海の復興ビジョン、ホロニックな地域マネジメント戦略
街道を基礎とした地域マネジメント

山田大樹 鈴木進 岡田昭人
2011年5月19日木曜日



まちづくり計画技術と人的資源の総動員による
奥州ミクロコスモスの回復

% & ' ϭ
2011年5月19日木曜日



国家戦略としての「国土復興グランドデザイン」を

) ̒ + ,
2011年5月19日木曜日



２．仮に住まうということ

仮設住宅のまちのあり方が
復興まちづくりを規定する

「仮設のまち」と「仮設の集落」を

2011年5月19日木曜日



仮設から本設まで一貫した連続復興まちづくりのプロセス
地域協働復興プロセスから導出される復興アーキタイプ

а Ӫ/ $012Ṍ︠ 0̮ѼÆ
2011年5月19日木曜日



仮設住宅地アイディアフラッシュ
あらゆる場所を活用した仮設住宅地づくり

酒井沢栄
2011年5月19日木曜日



仮住まいへの移転に関する選択や手続きをサポートする入居時支援の仕組みの構築

被災地外の仮住まいに移転した後の生活をサポートする入居時支援の仕組みの構築

米野史健
2011年5月19日木曜日



ご近所復興まちづくり
ハローワーク
プロジェクト

自律／復興に向けた
働く場支援

谷口雅彦
2011年5月19日木曜日



被災地のまちなかに
復興市場をつくろう

下山万理子 高鍋剛
2011年5月19日木曜日



子どもがつくる
「生」のあふれるまち

石川怜也 加納亮介 
大村一仁 野村美里 
速水検太郎 渡邊亭子
2011年5月19日木曜日



３．風景の再生に向けて

2011年5月19日木曜日
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下平瑠衣
2011年5月19日木曜日



日本建築学会・災害委員会

木造系流失・倒壊、コンクリート系低層水没

木造系流失、コンクリート系中低層水没

2011年5月19日木曜日



日本建築学会・災害委員会
2011年5月19日木曜日



無断転載・複製を禁じます。

無断転載・複製を禁じます。

「宮城県復興計画の概要」
読売新聞電子版4月26日報道より

2011年5月19日木曜日



四つの主要河川流域を基盤とした「緑水農住都市・地域」の
復興・創造プログラムに向けた視点

❸₋ ̉
2011年5月19日木曜日



中規模市街地像の例示
　河岸段丘・河川流域平野部での「防洪域」を配置した
　「緑水農住都市・地域構想の復興イメージ」

有賀隆
2011年5月19日木曜日



32

slow 再生ー移動し変化する事を前提とする

漁業集落のクラスターを読み解くー声明の複
雑な構造を理解する

リスクコミュニケーションー高所移転か否か

生活や日々の暮らしも財産ー「生活とかたち」
の再生

漁師は鰓呼吸している

佐藤宏亮、富田宏
2011年5月19日木曜日



集落空間像の例示
　・沿岸集落の空間形成の拠り所のひとつとしての「祝祭空間」
　・高台から低高台の住宅地全域での多様性のある住宅供給

川原晋
2011年5月19日木曜日



集落空間像の例示
　・三陸のコミュニティグリッドのイメージ

野原卓
2011年5月19日木曜日



35
柳沢伸也、永野聡

2011年5月19日木曜日



わがまちの風景復興
プロジェクト

コミュニティ復興へと
つなぐ「居続けたい
戻ってきたい故郷の風景」
の復興

實方理佐
2011年5月19日木曜日



　４．住宅・土地の状況分類と復興手法
　　　　　　

2011年5月19日木曜日



防災土地分級
土地適性評価
自然と向き合える
まちをつくるために

高鍋剛
2011年5月19日木曜日



　　　　　５．東北で集住を考える

超高齢社会に向けて、新たな生活像とライフスタイル、地域像
をデザインする。

2011年5月19日木曜日



生きる場としての「コウハウジング」自ら参画してつくる集落事業

山本典子
2011年5月19日木曜日



コミュニティ集住住宅によるまちの再建

林一則
2011年5月19日木曜日



　　６．市民事業で多様な復興まちづくりを

地域の復元力を育む持続的な復興まちづくりのためには、自
らが主体的に参画するまちづくりの方法とプロセスが重要

2011年5月19日木曜日



地域運営を包含した市街地復興まちづくりの
事業システムの構築：まちづくり会社、組合
による街区単位のマネジメント

プロジェクト事業体の支援による
復興まちづくりイニシアチブの回復

住民によるプロジェクトベースの
復興まちづくり

荒川佳大 石際由美 内西哲朗
宋暁丹 坪内舞子 堀口拓未

阿部俊彦 田中滋夫 岡田昭人

真野洋介
2011年5月19日木曜日



まちづくり会社
・地域のための土地活用
　やまちづくり市民事業
　の検討、事業化
・地域運営/マネジメント

まちづくり
資金の提供

復興基金

義援金

国・県

自治体

地元金融機関

商工会議所 出資
融資

被災地における市民による市街地再編を支える布陣

資金
支援

出資

資金
支援
出資

資金
支援
家賃
補助

専門家チームによるエリアマネジメントとまちづくり市民事業の支援

大学 まちづくり
コンサルタント

建築家
コミュニティアーキテクト

罹災者公営住宅との連携
・自治体の維持管理費の軽減
・市民事業のリスク軽減

事業化
支援

委託
資金支援

委託

福祉事業者

漁業組合

商店街振興組合

生活協同組合

ＮＰＯ

参画
連携

連携 連携 建築士会連携

建築協同組合連携

など

個別の再建が難しい
敷地を共有化

様々な市民事業
組織との連携

検討協議
検討
協議

地権者 地権者

地権者 地権者

信託行為

配当
賃料

・区画整理や改良事業等と、個別再
　建（自立再建）との間を補完する

都市計画事業等との連携

阿部俊彦 岡田　小松
2011年5月19日木曜日



不動産証券化の発想を用いた社会的ファンドによる住宅再建スキーム

米野史健
2011年5月19日木曜日



川原晋作成まちづくり市民事業の形成段階

2011年5月19日木曜日



2011年5月19日木曜日



2011年5月19日木曜日



2011年5月19日木曜日



川原晋作成
2011年5月19日木曜日



  

行政

企業市民

町会

商店
会

地域協働を支える仕組みとまちづくり市民事業

部署部署 部署

NPO

事業団体

専門家

中間型組織

中
間
型
組
織

財源・
ノウハウ

専門的知識・
技術・情報

まちづくり
センター

中
間
型
組
織

人的・財政
的資源
精神的支持

まちづくり
市民事業

財源・情報
法的資源
（条例・要綱）

公益法人

社会的企業

2011年5月19日木曜日



　　　　　　　　　７．支援の体制

2011年5月19日木曜日



復興委員会 事務局 （実行組織）

NPO
NGO

民間企業
社会的企業/CSRUR等

　（公共事業者）

職能団体 
関係学協会

大学
研究機関

専門家

広域協働復興委員会

広域協働
復興組織
のイメージ

広域協働復興組織

計画策定支援
専門家派遣

被災自治体

支援
自治体

対口支援

国政府
復興本部
関係省庁

直接支援

間接支援 間接支援

• 閣僚、自治体首長ほか、関係主体の事務局の代表者で構成

• 復興プログラム、長期広域復興計画に関わる意思決定組織

• 各主体が連携できる、政府系中間　
セクターとしての事務局

• 地域復興全体の調査・計画立案・　
事業運営を調整、実行

• 被災自治体への専門家等人材派遣

派遣･参画

派遣･参画

派遣･参画

（計画、建設、福祉…）
（計画、建設、福祉…）

派遣･参画

派遣･参画

A-1
• 各主体が連携できる、政府系中間セクター

７学協会共同声明
 日本建築学会・検討資料
あくまで体制のイメージをシミュレー

ションしたものである
2011/03/31

派遣･参画

2011年5月19日木曜日



NPO
NGO

民間企業
社会的企業UR等

　（公共事業者）

関係学会
・協会

大学
研究機関

専門家

広域協働
復興組織
のイメージ

広域協働復興組織
被災自治体

支援
自治体

対口支援

国政府
復興本部
関係省庁

直接支援

間接支援 間接支援

派遣･参画

派遣･参画

派遣･参画

（計画、建設、福祉…）
（計画、建設、福祉…）

派遣･参画
派遣･参画

広域協働復興委員会

復興委員会 事務局

広域協働復興
プラットフォーム

• 閣僚、自治体首長ほか、関係主体の事務局の代表者で構成

• 復興プログラム、長期広域復興計画に関わる意思決定組織

• 支援の実行組織

• 専門家、職能団体、NPO,NGO

• 民間企業、UR、社会的企業

A-2

計画策定支援
専門家派遣

派遣･参画

７学協会共同声明
 日本建築学会・検討資料
あくまで体制のイメージをシミュレー

ションしたものである
2011/03/31
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NPO
NGO

民間企業
社会的企業/CSRUR等

　（公共事業者）

関係学会
・協会

大学
研究機関

専門家

広域協働
復興組織
のイメージ

広域協働復興組織

計画策定
支援
専門家派
遣

支援
自治体

対口支援

国
復興本部
関係省庁

直接支援

間接支援
間接支援

派遣･参画

（計画、建設、福祉…）
（計画、建設、福祉…）

派遣･参画

広域協働復興

プラットフォーム

広域協働 復興委員会

復興委員会 事務局

派遣･参画

派遣･参画

NPO NGO

専門家

関係学会・協会 大学・研究機関

UR等
　（公共事業者）

民間企業 社会的企業/CSR

自治体

派遣･参画

派遣･参画

被災自治体

７学協会共同声明
 日本建築学会・検討資料
あくまで体制のイメージをシミュレーショ

ンしたものである

2011/03/31

A-3

2011年5月19日木曜日



広域協働復興

プラットフォーム

７学協会共同声明
 日本建築学会・検討資料
あくまで体制のイメージをシミュレーショ

ンしたものである

2011/03/31

2011年5月19日木曜日



復興まちづくりセンター（支援拠点）プロジェクト
地域とボランティアと専門的人材をつなぐ拠点づくり

谷口雅彦
2011年5月19日木曜日



福島県復興＆まちづくりセンター＆ネットワーク

志村秀明
2011年5月19日木曜日



全国各地の非被災地で支える被災者の生活再建プロジェクト

池田準哉
2011年5月19日木曜日



  

個別の「復興まちづくり」の編集と統合

• グランドビジョンの共有

• 大きな自然・生態学的な秩序ー東北の大地

• 広域協働復興組織

– 連携と地域マネージメントのためのプラット

フォーム

• 自律する東北へ

– 「それぞれの東北」を活かす資源と産業の循環
2011年5月19日木曜日
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単に器としての仮住まいを建設するのではなく、働くことのできる生業の

場や、緑地やオープンスペース、子どもたちを豊かに育むことのできる、

安心して暮らしを営む「仮設の市街地、集落」づくりを、基本方針として

示されたい。 
 

���U-Ç��¶Z��j;{�#9$4-�½\-°o*�X

-~�2;�´!:$��

地域の歴史・文化・生業のなかには津波被害を軽減した様々な知恵が息づ

いている。それらを丹念に読み込み、風景の記憶を新たな空間像に結びつ

け、持続可能な地域づくりを、それぞれの地域で進めていくことが重要で

あり、関連する多様な専門家を派遣し、支援する仕組みを準備されたい。 

ご参考

2011年5月19日木曜日
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単に器としての仮住まいを建設するのではなく、働くことのできる生業の

場や、緑地やオープンスペース、子どもたちを豊かに育むことのできる、

安心して暮らしを営む「仮設の市街地、集落」づくりを、基本方針として

示されたい。 
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地域の歴史・文化・生業のなかには津波被害を軽減した様々な知恵が息づ

いている。それらを丹念に読み込み、風景の記憶を新たな空間像に結びつ

け、持続可能な地域づくりを、それぞれの地域で進めていくことが重要で

あり、関連する多様な専門家を派遣し、支援する仕組みを準備されたい。 
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